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一般社団法人みなかみ町観光協会 

新治地区会「なっからフォーラム」 

 

２０１９年度 第１回新治地区会 議事録 

 

２０１９年（平成３１年）２月１４日（木）午後５時３０分から午後６時４５分までの間、湯宿温泉太

陽館にて２０１９年度新治地区会第１回会議を開催した。なお、本会議から、みなかみ町観光協会の組織

である「地区会」の活性化のため、水上地区会長（阿部尚樹氏※欠席）・月夜野地区会長（髙橋宏之氏）

及び観光協会理事も出席することとなった。 

 

出席会員数 新治地区会１０名  

 

※以下、敬称略 

 

地区会長：林泉（川古温泉・浜屋旅館） 

地区会員：森下敬（大滝屋旅館）、林正史（太陽館）、原沢玲子（やまいち屋）、大堀由里（やまさん工房・

七宝焼き）、梅澤耕一郎（梅澤りんご園）、羽賀敏雄（サイン工房クロスアップ）、飛田勝（みなかみ農村

公園公社）、安部則幸（いちごの家）、長島聰（ル・ヴァンベール湖郷） 

 

出席理事：深津卓也、持谷明宏、山賀晃男、小野与志雄、髙橋宏之、岡村建、ハリス・マイケル・ジョン 

委任理事：阿部尚樹、松本亨太、渡辺一彦 

出席監事：鈴木幸久、岡田洋一 

出席オブザーバー：宮崎育雄観光商工課長 

事務局：小野和明事務局長、木村崇利観光戦略課課長補佐、林雄一朗観光戦略課係長 

    髙橋美保、横山佳弘、阿部喜和子、宇津木信之介 

 

定刻に至り、司会進行役の木村崇利観光戦略課課長補佐により開会が宣され、林泉新治地区会長より挨

拶がなされ、木村崇利観光戦略課課長補佐から、本会議から地区会の活性化のため、観光協会理事や水

上・月夜野地区会長が参加される旨を報告したのち、新治地区会長が議長となり議事に入った。 
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１．協議事項 

 

■みなかみ町観光協会の会員皆様による「地区会」という組織について 

 

（木村崇利観光戦略課課長補佐） 

先般、理事会で地区会の活性化に向けて議論があり、それを受けて、水上・月夜野・新治地区会長と小

野和明事務局長、木村崇利観光戦略課課長補佐、林雄一朗観光戦略課係長で会議がなされ、今後は、各

地区会に、観光協会理事と各地区会長が参加する旨と、地区会の場が「情報共有」と「提言」の場所と

決まり、本会議となった。 

 

（林泉新治地区会長） 

みなかみ町観光協会における「地区会」という組織について、「情報共有」と「提言」の場所として、

会員皆様一人ひとりスタッフまで浸透させていきたいと考えている。 

提案として、イベントやキャンペーン等を網羅した「年間スケジュール」作成を進めたいと考えてい

る。現状、みなかみ町観光協会のホームページで網羅できる情報が限られており、お客様からの問い合

わせに対応しきれていない事業者さんも多い。 

例えば、「Googleカレンダー」のような共有できるスケジュールはどうだろうか。ただし、インターネ

ットがない事業者さんもいるので、どう対応していくのか難しい。 

 

（岡村建理事） 

現状の地区会員への連絡手段としては、なにがあるのだろうか。 

 

（木村崇利観光戦略課課長補佐） 

Messengerや LINEなど一部活用しているが、基本的には、メールと FAXを併用している。 

 

（林泉新治地区会長） 

みなかみ町観光協会のホームページだけではなく、紙媒体も必要かもしれない。 

また、会員向けと一般のお客様向けで、情報が異なるかもしれない。 

 

（岡村建理事） 

ホームページであれ、紙媒体であれ、観光協会に情報を集約したほうが良いのではないか。 

また、地区会担当窓口が、会員のなかで浸透しておらず、要望を伝える先がわからない状況があると思

う。さらに、会議に出席していない会員へのフォローも考えていかなければならないのではないか。 

 

ここで改めて、木村崇利観光戦略課課長補佐より、新治地区会の事務局担当として、みなかみ町観光協

会の横山と宇津木の紹介があった。 
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（林雄一朗観光戦略課係長） 

Googleカレンダーを共有する場合、各個人のアカウントを登録し、切り替えて使用してもらう形になる

だろう。 

 

（梅澤りんご園・梅澤耕一郎氏） 

農園・農家としては、イベントを実施するがほとんどない状況がある。 

ただし、収穫情報は、たくみの里の場合、みなかみ農村公園公社を中心に集まることになっている。 

 

（林泉新治地区会長） 

結論としては、ひとまず、「Googleカレンダー」を作成し、ホームページ等で表示していく。 

担当窓口や情報提供のフォーマットなどの具体的なことについては、事務局で詰めていく。 

みなかみ町内全体で、情報共有していく意識をもちたい。 

 

 

■他組織との関係性について 

 

（髙橋宏之月夜野地区会長） 

旧 17号道路沿いに、月夜野地区と新治地区にまたがる「黒岩八景」に関して、紅葉時期には人が多少

いるが、歩道などが廃れている状況がある。土木事務所にかけあい、歩道整備の内諾を得ている。 

水路橋があり、川原まで下りられるようになっている。流れが緩やかでラフティングには向かないが、

カヌーやボートなどであれば楽しめるのではないか。新しく国道 17号ができ、交通量が減ったからこ

そ、（観光エリアとして）できることがあるのではないか。月夜野地区と新治地区が隣接するエリアな

ので、両地区でできることを考えていくのはどうだろうか。 

 

（梅澤りんご園・梅澤耕一郎氏） 

農協との関係も考えていきたい。例えば、道の駅水紀行館で行われている「農業祭」 

 

（ル・ヴァンベール湖郷・長島聰氏） 

現状、地区会の開催が不定期となっているが、2020年 DC（デスティネーションキャンペーン）に向け

て、定期的に開催していっても良いのではないか。 

 

（持谷明宏理事） 

新治地区会においては、たくみの里（みなかみ農村公園公社）との関係性が大事だと感じている。 

 

（みなかみ農村公園公社・飛田勝氏） 

これまで、観光協会などの他組織と連携をしてイベントなどの情報共有が図られていなかった。 

現状を踏まえて、みなかみ農村公園公社では、たくみの里内で行われる予定のイベントを取りまとめて

おり、新年度 4月から、皆様に共有いただけるカレンダーの作成を予定している。 
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日程など未定のものについては、昨年度の実績をもとに反映する予定である。 

共有方法の連絡手段については、紙媒体なのか、FAXなのか、オンラインなのかは検討中。 

 

続いて、来月 3月からたくみの里で開催される「つるし雛めぐり」に関して、概要情報の共有が、飛田

氏からなされた。 

 

（みなかみ農村公園公社・飛田勝氏） 

今年で 9回目を数える。香りの家で集客カウントをしていて、12,000人程度の集客イベントになってき

ている。開催日程は、2019年 3月 1日（金）～3月 31日（日）まで。昨年同様に、猿ヶ京温泉旅館協

同組合さんや湯宿温泉旅館組合さんにご協賛してもらっている。今年から「福引き」ではなく、「スタ

ンプラリー」に変更。期間中に、協賛店で体験・お食事・お買い物されたお客様に 500円ごとに 1スタ

ンプ。スタンプ 4個（2,000円分）で抽選に応募できる。当選結果は商品の発送をもってかえさせてい

ただきます。 

メイン会場は、「香りの家」。飾り付けは、「陶芸の家」「須川茶屋」「泰寧寺」「人形の家」など。 

チラシ・ポスターは鋭意作成中。完成次第、各所に納品予定。 

着物レンタルや着付け体験については、詳細が決まり次第、お知らせします。 

 

（持谷明宏理事） 

1月 23日ぐんま八社会では情報が共有されていなかったので、NHKさんなどに取材・放映を打診できな

いだろうか。 

 

 

■地区会組織ができること 

 

（やまさん工房七宝焼き・大堀由里氏） 

ふるさとキラキラフェスティバル「花と緑のぐんまづくり 2019 in みなかみ」 

2019年 8月 31日（土）～9月 23日（月祝） 

上記が、今年の夏たくみの里をメイン会場に開催されるにあたり、提案として、「湯坂」を竹灯籠で飾

り付けできないだろうか。 

猿ヶ京温泉にわらアートが湯治展示していたり、竹灯籠との組み合わせだったり、新治地区全体とし

て、横のつながりとして広げていくことができるのではないだろうか。 

 

（梅澤りんご園・梅澤耕一郎氏） 

上記のフェスティバルの前後で、新治地区の農家が協力をして、ソバの実を蒔く話もあがっている。 

 

（ル・ヴァンベール湖郷・長島聰氏） 

既にご存知の方もいるかもしれないが、情報共有として、2020年 DC（デスティネーションキャンペー

ン）に向けて、群馬県主導でピンバッジと缶バッジを作成していて、周知へ協力をお願いしている。 
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２．その他 

 

（深津卓也代表理事） 

今年は、赤谷湖・相俣ダム 60周年なので、そのあたりはどうなっているのだろうか。 

八ッ場ダムでの水陸両用車（ダックツアー）の開催やかまくらで 12万人集客している地域もあるが、

いま、みなかみ町にあるものに、財源や人材を投入していくことで活性化できるのではないだろうか。 

 

（持谷明宏理事） 

赤谷湖・相俣ダム 60周年に関しては、観光商工課を中心に協議会が立ち上がる予定で進んている。 

新たにイベントなどを計画するのでは、すでに行っているイベント（例えば、鯉のぼり、Eボート、花

火大会など）をブラッシュアップし、さらに遊歩道まわりの木や竹を剪定して整備する方向で進んでい

る。また、相俣の休み石広場に、ツツジを植栽する話もある。 

 

※懇親会の場であがった議案 

路線バス（関越交通）と「谷川岳ロープウェイ」のチケットがセットになった割引乗車券と同様に、路

線バスと「たくみの里」（内容は未定。各施設での体験や収穫体験の料金などを想定。）がセットになっ

た割引乗車券を販売できないだろうか。次回の地区会で議題にあげ、今後検討していくこととなった。 

 

 

3. 閉会 

 

次回の地区会日程について、他地区会になるが、下記を予定している。 

 

3月 13日（水） 水上地区会＠公民館、雨ニモマケズ 

4月 10日（水） 月夜野地区会＠辰巳館 

 

以上を持って終了し時に午後６時４５分であった。 

 

 

以上 


